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１．「自灯館」道場へテレビ取材が入ります。 

   石上公望理事が主催する自灯館道場へテレビ和歌山の取材が入り、スポーツチャンバラに励

む皆さんの稽古の様子（「ニュースポーツ」）が広く紹介されることになりました。 

取材日時：10月 5日(金)の午後 6時から 7時 20分まで。 

    取材場所：「自灯館」(中之島小学校正門右隣り、空心館道場二 F) 

    この機会は、テレビ取材への協力(宣伝)のみならず、3 日後に開催する第 4 回大会に備える

絶好の事前稽古の場ともなります。近在の各道場による「交流稽古」と位置付けて、この日

の稽古に取り組みますので、各指導者は門人を引率して、多数、稽古に参加して下さい。 

２． スポーツチャンバラ研修会の結果。 

9月 9日に大阪府立体育館で開催された田邊哲人会長を迎えての特別研修会へは、天武羅「和

歌山道場」の岡﨑昭憲理事が参加しました(参加者総数約 70名)。丸一日の研修会で、田邊会

長の採点による「基本動作一級審判検定試験」も実施されました。 

３． 今後の行事予定(和歌山県協会関係)。 

① 第 4回和歌山県大会最終実行委員会と第 6回合同稽古。 

日時:9月 25日(火)。午後 6時 30分～8時 30分。場所：「本町」道場。 

② テレビ和歌山による稽古取材 

      日時：10月 5日(金)。午後 6時～7時 20分。場所：「自灯館」道場。 

③ 第 4回和歌山県大会     

     日時：10月 8日（月・休）。 午前 10時～午後 4時。場所：和歌山県立体育館。 

    ☆テレビ和歌山による大会取材が入ります。 

  ④「秋の自然に親しむ集い」(「スポーツチャンバラ体験会」) 

  日時：10月 20日（土）。午後 2時 30分～4時 30分。 

場所：和歌山市立少年自然の家。 

 

    ❀礼法 

     「武術の世界では、礼に始まって礼に終わるといって、稽古に応対に、坐作進退に 

     それぞれ礼儀があり、作法があり、師範に対してはもちろん、先輩後輩の間に秩序 

     があり、稽古場に対する作法がある。稽古見学の場合でも、雑談をしたり喧騒にわ 

     たることを禁じ、すべて厳粛のもとに移行することが習であった。しかもこれは稽 

古場内に限らず、日常生活においても重要な心得とされた。<中略> 一般に、礼儀 

は人に対して愛敬の心を現すもので、人に対する愛敬・尊攘の精神を必要とする。 

内にその心がなければ、表面がいかに整っていてもそれは虚飾にすぎない。また、 

作法は心の謹みを必要とする。江戸中期の故実家・伊勢貞丈は『礼と云は我より目 

上なる人をば崇め敬い、目下なる人をも卑しめず、侮らず、我身をへりくだりて人 

に誇らず、驕る事なきを礼と云う』といっている。」 

(小佐野 淳 著 「図説 武術事典」株式会社新紀元社発行 より抜粋) 
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